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離騰難肇豫羅峯
府四はフ∫動当藩つ準いにお活
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基度予にを年助て　　　いで護
本の算よ勘度基　　　　てあ基
的経編り案の準　　　　 以る準
態済成行す一の　　　　下力1の
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た均塞に調審和　地標国をお表
こ衡準分査議五なで準民基け明
と上賎析の会十摂三三の礎るで
にほ　し所の八　・人消と民あ
よぽ一た得意年こ一世費し間る
軌妥般結階見十の％帯水殴最r
　当国果級具二水との準　終政
昭L民　別申月準し改と前消府
和との現消にの均た定の年費経
五の消在費お中衡も率調度支済
十評費の水い央方のを整ま出見
九価実生準て社式で上をでの通
年が態活を4会カミあ位行の伸し
度さと扶詳家福　る枝い一び」
のれの助細計祉昭。級’般率に

　　　　　　　　　　＿で小基
　　　　　　　　　　注あ方準
目物な構のい土るの峠）覧式改
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用をのと　国購のビ計費　用れ
い織際つ国民入総スに支　しま
てりにで民経等計」お出　てで
い込はあ総済は（をけと　いの
喬ん消る支計含な購る媛　る格
　だ費。出算まだ入r　　も差
　名者まの上なしすも主　の縮
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　っ五と地級こべい差地衡r社い　つ（2）
平て％しに地ときこはかを各会ていい
成きのた二をにLとなら可地福もわて級
四た等上っそよと’だ’能域祉’ゆ・　地
年。差でのれりそまら級なに審昭る　別
度　とフ区ま’のたか地限お議和級　生
に　すあ分で昭あ’でをりけ会六地　活
つ　べ級を璽和り最あ細確るの十間　扶
い　く地設二六方大る分保『意年格　助
著あ縣募圭雛喜質甑圭蕩華
こ　是差計か年小はが　と帯申月是　省
の　正を六ら度さ拡望そ？とにの正　疋
方　を四区各以れ大まのっのよ中に　正
針　図o分級降たすし格見均緊央つ　に
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も在成スのら雑のる福侵をとと保る行年と域の
手宅五にウな錯ケよ祉　述をの護。．わ度し福・地

　　の部は勉低暮る1ミ気外し
　　分局前強くらも　をのた
　　野等記・なしの全配’が
　　のはの研い高が体っ町’
　　こ地よ修。齢多とて村今
　　と理うにこ者かしいを後
　　を的に一れ世つてく含は
　　こ・そ層ら帯た減必む生o　　れ物れ力にがり少要行活
　　ら理まをつ増’傾が政保
　　の的で入いえ常向あ諸護

　　ら務黛が種々注’点連す
　　，所“あ施苦視ケで絡す
　安か仕蒐策労し1あ。め
　易ら事　のがてスる連る
　炉離をと動多いの。携に
　　れしこ向いか内生を当

のい従
生の来
活でど
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護のり
行辺福
政は祉
の注事
推意務
進点所
にでで
当あ進
つるめ
てoて感以い
ぜ下く
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れは’
る’他
こその
との福

難∫議　　 福

施ス乞言り　局活展
粛お潅酒毯保開

す福すの方幸　　の
艦鑛箸

展に点生保負が　がるてのにな　もそうし助護的いい一保　連き
を親で活障担豊日重。抱活伴運第ののにて長賎にう蕉層護第絡け
め身根保予にか本要そえ用い用三でよよ進の　支まだ考担二をな
ざな幹護算つにもでれるに保ににあうくめた地えでく慮当にとく

　　し対的｝柔になな繁あら実よ護努’
　　た応に　占がつ栄軌に態る適め福
　　いを重そめるてし　嫉も処用て祉
　　も心要のるよ　全所　増遇にも事
　　のがな時生う各体長事えの当ら務

　　適あ切関なに経は総と　のと織
　　正牽ら係制回済こ織し、さ諸いと
　　な』ね費度る的のと　ら調うし
　　響綴2篶譲馨鵠筋
　　　に変は工実増会ろ知」多複で取　　努わなイkえ的し恵と様雑あ組
　　めりいト　た対くをがな多るみ
　　　るはとは国。応お出現自岐。に
　　　こない低家年力願し場立化社一
　　　というく財傘がい対か阻や会層
　　にo時な政　増し応ら害幅生力
　　　よ真のつあ保したし堂要広活を
　　　り嬉行たる険て橋て言因いの入
　　製綬露鱗留垂黎凝
　　籔獣難国髪藷雛蕩

克な勉ねめ域’もこしに’りな
　苦強ばのにいなとては地合蒐
　労しな各おわくをい熱方う
　のなら種けば国おた意公こし
　多けな生る地に願だの共とか
　いれい活福域あいくあ団なし
．行ば点指祉社るしとる体どそ
馨瓠ミ騰魏誌じ害鷲
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験なわのを根力1’につ長自の
硅いばノ含っ　と将かさ覚分
　k総ウむ子同？来りんし野
将合・各の時つのしやてと来苦福ハ種とに点処た民取の
い労祉ウのこ生で遇人生総連
ろのでな施ろ活あに材主む携
い多あど策でに有つを管こ賎



表2　平成4年度生活扶助基準（月額）
　標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子）

平成3年度 平成4年度
1級地一1 145，457円（100．00） 149，966円（100．00）

1級地一2 139，130円（95．65） 143，218円（95．50）

2級地一1 132，366円（91．00） 136，469円（91．00）

2級地一2 126，038円（86．65〉 129，721円（86．50）

3級地一1 119，275円（82．00） 122，972円（82．00）

3級地一2 112，947円（77．65） U6，224円（77．50）

（注）（　）は、級土也間格差である。

平改か繋一害にあ準い
成定ら要般者つる額て

率いの帯　（3）はでへ三一に
とて差の家　四あさ年級基
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でを久のつ母等た以年ろ上るよ会の位六準十世者
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え度方所い　そ当支をに
置以が要る第れす出みつ
い隆低量公一とる＿てい
て　く敵衆類比支生みて

　　　に平が指うに　（1）二
を修まつ成適定なっ住
踏のない四用都場い宅住そ
また　て年で市合て扶宅の
えめ住所度き別には助扶他
改の宅要にるに賎一の助の
翻難i馨裂讐鐸誘
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表3　最低生活保障水準（月額）の具体的事例
1．標準3人世帯【33歳男（傷病）、29歳女（就労）、4歳子】

手躍欝∩
二世を年る
％帯講度措
のはqに置
改三　おを
定・例い講
と五えてじ
し％ばもて
た’一引き
も二級きて
の人地続い
で世1きる

あかの向機見い入行い
るら加上能具て所つて
。こ算等及申媛者たも
　のとをびを　のも同
　是の総施踏中老の様
　正均合設ま央齢でな
　措衡的に柔社加あ考
　置をにお　会算るえ
　を図勘け従福等o方
　行る案る来祉のまに

鉢毯譲茄繁○
　もう在水様会算入改
　の観宅準施のに院定
　で点者の設意つ・を

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 187046円 180298円 172979円 166231円 153912円 147164円

生　　活　　扶

　　第　　1

　　第　　　2

助
類
類

149，966

99，840

50126

143，218

95，350

47868

136，469

90，850

45619

129，721

86，360

43361

122，972

81，870

41102

116，224

77，370

38854

住　　宅　　扶

勤　　労　　控
助
除

13，000

24080
13，000

24080
13，000

23510
13，000

23510
8，000
22940

8，000
22940

（注）1．第2類は、冬季加算（VI区額×5／12）を含む。以下同じ。

　2．勤労控除額は、就労収入月額を1級地114，250円、2級地106，163円、3級地98，075円とした場合で

　ある。以下同じ。
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表1　平成4年度生活保護基準改定の概要 （1級地一1）

　　第47次

（3年4月1日）
　　第48次

（4年4月1［D
備　　　　考

円 円

1　生活扶助基準 【標準3人世帯基準額】

居宅（1類＋2類） （33歳男、29歳女、4歳子）

標準3人世帯 145，457 149，966

期末一時扶助費（居宅〉 12，930 13，250

【加算等】

妊産婦加算（妊娠6ヵ月以上） 12，670 12，960

老齢加算
70歳以上
（居　　　宅） 16，410 16，790

（入院・入所） 14，780 14，780

母子加算
（居　　　宅〉 21，330 21，830

（入院・入所） 19，230 19，230

障害者加算

障害等級1・2級
（居　　　宅） 24，620 25，190

（入院・入所） 22，160 22，160

重度障害者他人介護料 63，000 65，40D

在宅患者加算 12，200 12，480

人工栄養費 10，950 U，200

入院患者日用品費 21，250 21，740

入学準備金
小　掌　校 34，900 35，900

中　学　校 40，400 41，600

2　住宅扶助甚準
家賃悶代等 13，000 13，（｝oo

住宅維持費 103，000 107，000

3　教育扶助基準

小　学　校 1，890 1，950

中　学　校 3，680 3，790

4　出産扶助基準

居　　　宅 139，000 139，QOO

施　　　設 125，000＋入院料 125，000＋入院料

5　生業扶助基準
生　業　費 40，000 40，000

技能修得費 40，000 50，000

就職支度費 25，000 30，000

6　葬祭扶助基準 130，000 140，000

7　勤労控除

基礎控除 限度額　30，240 限度額　31，000

特別控除 137，500 140，900

新規就労控除 9，000 9，400

未成年者控除 10，700 11，000
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　居世れ準
い住帯る
く地の最
つ等家低
かに族生

よ構活　 三　る被未め基　善料　（4）行実　合費　（訂給っ給　て
り嘆保被　　も保成と礎まを金葬　っ態ま的に生　さい食な所
千障保最の護年k控な行の祭葬た料なにつ業生れて輩護要
差世水護低で世者除　つ状扶祭も金勘い扶業る1柔　の
万帯準世生あ帯控特の各た況助扶のの就案て助扶こ　通こ改

の改規上に
助善就げつ
長を労をい
を行控はて
図い除じは

にて
勘は
案’
し実
改態

案つつ上の
しいた昇技
改て。等能
善娃　を修
を　　総得

に　くこ個者帯　　　一略理る　適がも
わ入解と々が認長替　し等。改用行侵第

蠣靴鱈鞭鷲聾額鎚蔽場者　な帯世生院る世　　ど　概る　護生

て期　るきる世交省整あら正と
と認世身未係要の　すひ者い身　さ際高峡
す定帯世成に保答そるいのと世これに齢
るしの帯熟あ護のここて経す帯のては化配
か世状にのる者3でとは済れとよい交や偶
を帯況い子者かの　と出鰻嘆別うる替労者
判分にるで一らた課な身　　世な場し働や
断離よ場あ配見だ長免世精出帯場合た能親
すをり合る偶てし問　帯神身と合が生力が
§す同を場煮生書答　員的世しに多計の生
』る一除合　活き＿　の負帯て入い中喪存
とな世教の入保を第　自担の認院。心失し
と　帯　親院持削1　立が生定患　者にて
し別と個v患義除の　を増計で者　によい
た世し々が者務阪10　阻加中きを　扶りて
。帯ての出が関　）　害し心な出　養実も

実
施
要
領
の
改
正

い等教他
克が材1く
　別費
　途等学
　支に校

こ等　の低の
のになと生世

髪鰭灘○
　てこで障想
個計のあ水定
々上額有準し
のしは　 をて
世た’　例平
帯も一　示成
のの般　す四
必で的　る年
要あな　と度
にり基　表の
応’準　3最

にはが加めじ
留そ例さの’
意の示れ交学
す低さる通校
るいれこ費給
必額てζ等食
要がい　の費
が適るあ実の
あ用金る費実
るさ額い控費

。響墜通o
　この家ど勤
　と場賃がの
　等合等追た

る他持学　ると償事一備除害動　く乳認て体収い険加　　　二
こ施にの身こし分業般えを賠車従解　定は障入て料入被保
と策要た体とてに用化て認償の来説⑭除自害かはをす保険自
かのすめ障を勤係のし任め保必はv第外動者ら必通る護料動
噸紹羅労闘講礁繍畠勝礁窪饗鋲締
対等用動のる事意車る険たに費の　40た維院で費事　自除対
人にが車通こ業保にこにカ1基と認　）こ持等きと業対動及人

鶴携戦照誌嬬マ贈　菟紹襲男翻膿
に賄らい通しかをてへす一保　れ　　（同動と勤自償任入に
係わのて所たら必は　るの険自て　　⑭様車と労動に意認係
るれ御柔及o控要対通こ場料動い　第ににk・車係保定る
任て勉　び　除経人勤と合の車る　　6収つ　事にる険除任
意い　維通　す費賠・がに控損自　　の入い身業つ保に外意
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2．夫婦子2人世帯【35歳男（傷病）、30歳女（就労）、9歳子（小学生）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 230035円 221563円 212498円 204016円 189960円 181478円
生　　活　　扶　　助

　第　　　1　　類
　第　　　2　　　類

188，505

133，880
54625

180，033

127，860
52173

171，538

121，830
49708

163，056

U5，800
47256

154，570

109，780
44790

146，088

103，750
42338

児童養育加算
2500 2500 250〔） 2500 2500 2500

教　　育　　扶　　助

住　　宅　　扶　　助

勤　　労　　控　　除

1，950

13，000

24080

1，950

13，000

24080

1，950

13，000

23510

1，950

13，000

23510

1，950

8，000
22940

1，950

8，000
2294G

3．老人2人世帯【72歳男、67歳女】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 139473円 135923円 128856円 1253億円 113218円 109678円
生　　活　　扶　　助

　　第　　1　　類
　　第　　2　　類

109，683

64，580

45103

106，133

63，060

43073

99，816

58，770

41046

・96」265
　　一ゆ
57，250

39015

89，938

52，950

36988

86，398

51，440

34958

老　　齢　加　　算 16790 16790 16040 16040 15280 15280

住　　宅　　扶　　助 13，000 13000 13000 13000 8000 8000

4．老人1人世帯【70歳女1

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1　3級地一2
世帯当たり最低生活費 101203円 99379円 94025円 92205円 81841円　　80007円
生　　活　　扶．助
　　第　　　1　　類

　　第　　　2　　類

71，413

30，870

40，543

69，589

30，870

38719

64，985

28，090

36895

63，165

28，090

35075

58，561　　56，727

25，310　　25，310

33251　　31417
老　　齢　加　　算 16，790 16，790 16，040 16，040 15，280　　15，280

住　　宅　　扶　　助 13000 13000 13000 13000
8000　　　8000

5．母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 187699円 181106円 173443円 166843円 154160円 147547円

生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　　2　　類

146，679

96，550

50129

140，086

92，210

47876

133，473

87，860

45613

126，873

83，510

43363

120，280

79，170

41110

U3，667

74，820

38847

母　　子　加　　算 23570 23570 22520 22520 21430 21430

児童養育加算 2，500 2500 2500 2500 2500 2500

教　　育　　扶　　助

住　　宅　　扶　　助

1，950

13000
1，950

13000
1，950

13000
1，950
13000

1，950

8000
1，950

8000

6．重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
世帯当たり最低生活費 177，783円 172553円 166206円 160975円 149658円 144438円
生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　　2　　類

116，143

71，040

45，103

110，913

67，840

43073

105，696

64，650

41046

．100，465

　61，450

　39015

95，238

58，250

36988

90，018

55，060

34958

障　害者加　算
重度障害者加算
重度障害者家族介護料

25，190

12，750

10700

25，190

12，750

10700

24，060

12，750

10700

24，060

12，750

10700

22，970

12，750

10700

22，970

12，750

10700

住　，宅　　扶　　助 13，000 13000 13000 13000 8000 8000
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別表2　基準看護の種類別看護関係加算点数（8日間入院）

は費割場〈イ、と囲か賃六
なのり含従解　 し内月・日お
く
、 よで　来説⑭たで分間割け月
　う支住　〉第こ必の代計るの
通に給宅月　4と要家を算住中
賞日し扶の　の。な賃必に宅途

鮭毒灘職灘葎
でれ家日護　　ので基とを計護
支る賃以開　　4き準き超算開
払もは降始　　のる額1柔え　　始
わの生のし（1）このて等
れで活日た　　のと範一家　　に

基準看護の種願

承認要件

看護婦

基準看護関励1算点数 （施設分べんの場合）（8日間入院）
田当たり） 基準額（平成4年度）

患者：看護

婦等

基準看

護加算

新生児介

楠料加算
計 甲表病院　　　乙表診療所

塒2類看謝　　　　（基準なし1

基本看護料

を算定する

看　　護
1318点）

特　3穎 2；1 337点 駈1点 698点

特　2類 2，5：1 200点 293点 493点 基　準　額　分 上25，000円〔特別基準！40，000円）

特1類（［｝ 3：1 1四点 223点 332点

入
院
料
分

入院時医学菅理糧 521点 228点

特1頬（19 3：1 §9点 223点 322点 室　　　　料 B2点 132点

基本翻唱m 4U
皿

正36点 136点
基準寝具加算 17点 一

葵本雷副Ill｝ 5：1 一 136点 136点
病衣貸与加算 7点

一

看　　麺　　斜 【罫看翻（D】318点 疇鋸の】115点

賜糖繍続蹴覧お六 基準看護加算 200点 一

新生児楠料 293点 50点

給　　食　　凝 142点 142点

基準給食加算 47点 一

く、よで　’来説⑭たで分間割　け月
　う支住　　〉第こ必の代計　るの
通に給宅月　　4と要家を算　住中
賞日し扶の　　の　。な賃必に　宅途

鮭毒灘職灘葎
でれ家日護　　　ので基とを　計護
支る賃以開　　　4き準き超　算開
払もは降始　　　のる額1柔え　　始
わの生のし　　　（1）この　　て　　等

小　　　　計 1，577点 667点

8日分入院料 玉34，田O円 53，360円

衛生材料費 3，900円 3，900円

含計
一般基準 263，050円 182，260円

特別基輩 218，060円 197、260円

別表1　出産扶助費限度額算定表

　　（施設分べんの場合）（8日間入院）

（注）表中の点数は、1日当たりの点数である。（1点＝10円）

β，

る今康料　く（5）るて続果に　　　三めいとの支　特入大限料　と用保
場後保に従解のこ当保がよ健の　　申はも問払なにすき保にましと険

の職受時任　　⑳か必て自続　　忌　　いの留’保いあ制のの係　し持
保がけに意　　第ら要は立を　　継　 の認意収護こる限あ種る　なに
険見てお継　　 7控経’助行　　続　　で否さ入者とこ保る類任　い要
料込おい続　　の除費任長う　　保　　念のれ認本とと障場が意　取す
をま久て保　　3でと意にこ　　険　の取る定人しかに合無保　扱る
傷れ　健険　　のきし継効と　　料　 た扱と等に萄へ加で制険　い費

　　4第ためと世料金　　　　四と該険あつ康場うす合務自いお　た費病
　　の7このセ帯をに年びめ　　と世料るて保合方るや者立ず久し。と手

　　）の⑤したと該険年　 及た　こ当保がよ健る行入場義りのて　い経

退所施つ条業点こ施住者　く知九第菟扶　　　七と要家を計い柔でて
所等設てに訓かと設宅の単解）日4＿助単宅　　とな賃必算て　あお
でのに指規練ら賎入を場身説　祉の⑭等身扶単し額●要にも月る久
き意単導定校効　所確合のv　保6蔓第をの助身魔を間とよ　のこ
る見身・す及果社中保嬉身　第6認施等の認代する転中とま
見に者訓るび的会のす体　七昭の定設の施定のる額居途かな

鍋都讐嘱器簸　嚢璽羅讐鐸昇商離麹
賎に談るあ二職観く緊に所　　通十＠こ宅　 住　 こ必の代割お捉盤

　　はたの納場な加すはつに入と該険金’）’く’が十’
　　畏。叢雛既奮鶴耀ε鑓盤窺壺罠灘

㊤喬委羅羅陰灘難襲誉構
　　壼　控に滞受去き除納険歳　入のすを用国国任五附
　　剛　除つ金給のるい入料以　か必る傷さ民民意歳則

　でいを権未こて期を上　ら要場るれ年年加未第　に得度年系制　く
更きて含を納と未限納六ま控経合たな金金入満五し効すとか的と昭解
侵るもむ得分か納かめ十な除費嫉めい法法すの条か果るなら見な和説
　こ当過らを賀分らて歳　でと　にこ第第る被にし的こつは直軌三v
保と該去れ納　を二い未強きしそ国と九八場保よなでとて国し　十
駿講案鑓欝齢適簾垂鱗螺熱薯鰐雑膿需奈

。保’金わ像か
護年が起　ら
者金国　年国
の受民昭金民
自給共和制皆
立権通六度年
助をの十の金
長取制一体体

し事の務制制都てすk　〈6りか　　八⑤児助施ホ提るあと勲入
た務施の度度市嫉る　単解ので月単扶　精童産設1供もつし　院
。所設簡も発市　場更身説4行延身助単神福施及ム施のて発家患
　長入素定足長従合些入vのえ長入o身障祉設びを設と指　財者
　限所合着かの来の二院　（Dをの院二入害施o精除以は導な保と

　き含たと過て知認と扶　　こ事宅のに施保子護者誰礒的祉で中
　るめ酸かしい事定し助　　と務扶認係設健寮施更　　と施きの
　こ　’　灸’た・にてを　　叉所助定るで施を誰生②①し設る住
　と福単既ヵミ指っ延認　㊨長の　住あ誰除援福宿て等こ宅
　と祉身事に　定い長定　　第限三　　宅る　く③護祉所いでと扶

　　　　　　　　　　　　　一9一

と用生促利町教〈6控て　 五す険受が日を全金のつ納引納
しにに進用村　厚解の除　児控　　る料給喪補滞な収のとい付にす
魔要効がすが小生説経で就童除児この権失填納護入償して豊なる
　す果図る実学省〉き労ク　童と納がさがしか還ても剛るこ
　る的ら」施校児　　るにラ　　ク　。付得蔽でた任らに収自納こと
　費で被ζし低童　　こ伴ブ　　ー　　にら　き場意控つ入立をとが

嬰碧当区驚騒乏談鮮髄羅塞難

　をそ皇継フレに　　叉と．に　　費　 分で年でう保と世　れ入納る
　」のM続ブて基　⑭しつ用留金資に険し帯借る金分と　と利更・を市づ　　第てい　　の　 意保の格後料たの入もにの割

　　　　　　　　　　　　　一8一



行を被断見祉護保て　とかれこ的費業なあ保　補て看に等指施
さ発保阪書事の護　事し灸るれに用虞い久護生助療護準に定行
れ行護　を務申者簡務た　必が手に　も　者活を養婦ずよをさ
たす者給徴所請が単のも医要被当つ広の老嫉保提上等るり受れ
被るに付取峡を福に流の療が保ていくで人　護供のが状寝け曳
保。対のk　行祉説れで扶あ護がて国あ訪老にす世訪態たた
護老』決　医い事明（あ助る者さ老民る問人おる話問にき機そ
者人　定そ療’務す表るのとにれ人一。看保いも又しあり関の
賎訪老をの機そ所る4　。対考対る保般し護健てのは殴るのに概
　問人し要関れにζ参　象えしも健をかも法曝で必　老状お要
指看訪た否かを老　照　とらての制対k適の　あ要家人態い畦
定護問場にら受人ま）　すれもで度象　用対大るな庭に又て
老券看合つ要け訪式に　るる保あかとこと象半。診に対は　知
人を護峡き否た問　つ　ここ障緊らkのな外の　療おしこ疾事
訪発券　判意福看被い　ととさ　公　事らで被　のいてれ病の
表1　被保護人員・医療扶助人員の年次推移

輿 数 掴 数 医　療

被保護 医 療扶助人 員 被保護 医 療扶助人 員 扶助率

実人員A 総数B 入院C 入院外D 実人員A’ 総数Bレ 入院Cぴ 入院外P「 B／A
人 人 人 人 ％

50　年度 1，349，230 785，084 196，932 588，153 100．0 100．0 100．0 100．0 58．2

51　　〃 且，3藷8，516 793，458 195，876 597，582 100．7 匡01．1 99．5 10E．6 58．4

52　　〃 1，393，三28 818，654 199，390 519，264 103．3 104．3 101．2 105．3 58．8

53　　〃 1，428，261 846，814 200，949 645，865 105．9 107．9 102．0 109．8 59．3

54　　〃 1，430，488 854，509 199，270 655，240 105．o 108．8 101．2 111．4 59．7

55　　〃 ！，426，984 856，245 197，418 658，827 105．8 109．1 100．2 1ユ2．0 60．0

56　　〃 1，439，226 870，019 197，148 672，871 106．7 110．8 100．1 114．4 60．5

57　　〃 1，457，383 呂85、051 196，451 688，599 108．0 112．7 99．8 117．1 60．7

58　　〃 1，468，245 897，102 196，580 700，522 108．8 u4．3 99．8 119．1 51．1

59　　沙 1，季69，457
91L788 195，181 7玉5，607 108．9 115．L 99．6 121．マ 62．0

60　　〃 1，431，117 909，581 191，439 718，142 106．1 115．9 97．2 122．1 63．6

6且　　〃 1，348，163 868，256 171，114 697，142 99．9 110．6 86．9 118．5 64．4

62　　〃 1，266，126 832，453 156，211 676，242 93．8 106．0 79．3 115．0 65．7

63　　〃 1，176，258 787，869 147，532 640，337 87．2 100．4 74．9 108．9 67．0

元　　” 1，099，520 752，956 140，815 612，141 81．5 95．9 71．5 104．1 68．5

2　　〃 1，014，842 711，268 133，105 578，163 75．2 90．6 67．6 98．3 70．2

3年11月 938，281 678，174 127，507 550，667 69．5 86．4 64．7 93．6 72．3

資料二厚生省報告例

表2　被保護世帯・医療扶助世帯の年次推移
実 数 指 数

B／A
被保護世帯A 医療扶助世帯B 被保護世帯A’ 医療扶助世帯B’

50　年　度 707，514世帯 573．513世帯 100．0 ユ00．O 8L．1％

5L　〃 709，613 576β29 100．3 100．5 81．2

52　〃 723，587 5go，809 102．3 103．0 81．マ

53　〃 739，244 607，510 104．5 105．9 82．2

54　” 744，841 612，682 105．3 106．8 82．3

55　〃 746，997 615，147 105．6 107．3 82．3

56　〃 756，725 624，703 107．0 108．9 82．5

57　〃 η0，388 638，413 1D8．9 111．3 82．9

58　〃 782，265 649，718 110．6 113．3 83．1

5g　〃 789，602 658，903 111．6 114．9 83．4

60　〃 780，507 652，262 110．3 113．7 83．6

61　〃 746，355 625，760 105．5 109．1 83．8

62　〃 713，825 503，848 100．9 105．3 84．6

63　〃 681，018 578，635 96．3 100．9 85．0

元　〃 654，915 558，197 92．6 97．3 85．2

2　” 623，755 534，031 88．2 93．1 85．6

3年11月 597，823 517，744 84．5 90．3 86．5

資料：厚生省報告例
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護療ま参率て九約療最
費扶な蟹涯お三六扶近医
負助　　高久万七助の療

饗龍許繧轟誘
約約額　っ々人千は扶の

八億四　る一二保十を
億円年　 。医％護一み
円で度　（療と人月る
の　の　表扶な員現ζ

　る保　そ占　の由ζ　横五
　こ護従のめ以割と　さば七
㊤　と制つ適る上合す平らい％
　と度て正医のはる成にのを
　な全’運療よ上世二’状占
　る体医営扶う昇帯年保態戦
　こに療は助嗅しが九護に
　と大扶垂の　て八月のあそ
　をき助要割生き○現開るの
　　なのな合活て・在始。割

再影運課は保い八’理
度響営題大護る％傷由
認をができ制。で病を
識与生あく、度　　をみ
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　ななは　助数母負用行
　いい’　とを子担でわ
　ここ医　し標健にきれ

すいてる険定その従　　（1）とつ四報人険治
る場い治の列う療来医料　おた月酬訪の療医
必負る療療挙で養　療費治り9一改問例材療
要　治材養さな費給扶の療で今日定看に料扶
が県療料費れい払付助改材あ回かに護よの助
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新正　（2）の虞な　取でが以と関いしよ十あ療取保ら象で康診五
設で平　で　るま扱　変共に限ててり四る材扱険つと　保療十
さ　成老あ実治ないそわ　伴り」取特年。料いのてな改険方二
爽新三人る施療　はのる述しミでよ扱別のまはで対支る正の針条
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給れ険あに帽行もう」手れ活陵しっカミとそ康れ嫉医
でたのるつ子ののにが続た保　たて　複の保て　療
き場対。いL取でな実きも護昭もい現　例険い国扶
る合象　てだ扱ある施にの法和のる行まにのる民助
もにと　のけい克こ機つとに四で治のなな対の健の
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　　　　　　　　　で　定（3）にと娃れ　図看る祉用の活
　　ω　（ウ）　　α）　㈲あ様に　当も　で以る護よ事の費上
行つ老い調更い歯表医る式つ診た十県あ上必事を務み用必
わい人て剤がて科・科。のい療つ分のるが要業　所がで要
れて保’用行’用乙用
発項健項のわ項の表の
　目施目診れ目診が診
　の設の療たの療一療
　追療整報。整報本報

加養理酬
及費が明
び明行細
整細わ書
理書れに
がにたつ

審査支払

理酬化酬
及明さ明
び細れ細
配書た書
置に。の
変つ　甲

改て報て連老。費が者あは支あと
定
事
項
は

次
の
と

お

り

酬い携人実用あにら’払久さ
改たを訪際の有対か適い　れ
定だと問の請　しじ正対必る
にきり看運求　てめな象要物
伴た’護用に　趣指請に最品
うい適のにつ　旨定求な少サ
様。正担当い　の老がる限1
式　な当たて　徹人行の度ビ
の　運部つの　底訪わでのス
改　用局て流　を問れ福費等

表4　老人訪問看護事務のフロー

審 支払基金

市（区）町村長

⑨

支　 払

⑧

⑨支払

請　 求

（基本サービス）

指定老人訪問看護事業者
（都道府県知事と協定（登録））

⑧請求（基本サービス以外のサービス）

①申　 請

⑦老人訪問

看護

⑥老人訪問

看護券

福祉事務所

④
回

答

⑤老人訪問看護券

②
要
否
意
見
書

指定医療機関

被保護者
（老人）

③受　 診
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Q

○

⑫

表3　入院・入院外別医療扶助人員の年次推移・

人 院 入 　、院 外

計 精　神 結　核 その他 計 精　神 結　核 その他

人 人 人 人 人 人’ 人 人

40年度 148，921 64，517 16，876 67，528 467，365 7，265
’
3
1
，

656
428，444

45　〃 191，103 95，459 9，900 85，744 510，680 12，168 23，500 475，012

実
50　〃
55　　〃

196，932

197，418

111，961

116，595

6，532

4，058

78，439

76，766

588，153

658，827

　。19，275

．　29，285

18，792

12，891

550，086

616，650

59　　〃 196，181 113，959 82，222 715，607 39，796
675 810

60　　〃 191，439 109，278 82，161 718，142 43，332
674 809

61　〃 171，114 94，861 76，253 697，142 44，707
652 435

数
62　　〃

63　　〃

156，211

147，532

84，179

78，343

72，033

69，189

676，242

640，337

47，115

48，219

629

592

127

118
一
兀
　
　 〃 140，815 73，976 66，840 612，141 49，036 563

105，
2　　〃 133，105 70，032 63，073 578，163 49，588

528 576

3年11月 127，507 67，530 59 977
550，667 51227 499 440

40年度 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 fOO．0 100．0 100．0

45　　〃 128．3 148．0 58．7 127．0 109．3 167．5 74．2 110．9

指
50　　〃

55　　〃

132．2

132．6

173．5

180．7
38．7
24．0

116．2

113．7

125．8

141．0

265．3

403．1

59．4

40．7

128．4

143．9

59　　〃 131．7 176．6 97．4 153．1 547．8 146．9

60　　〃 128．6 169．4 97．3 153．7 596．5 146．7

61　〃 114．9 147．0 90．3 149．2 615．4 141．8

数
62　〃
63　〃

104．9

99．1

130．5

121．4

85．3

82．0

144．7

137．0

錨．5
』663，7

136．7

128．7
一
兀
　
　 〃 94．6 114．7 79．2 131．0 675．0 122．4
2　　〃 89．4 108．5 74．7 123．7 682．7 114．9
3年11月 85．6 104．7 71．1 117．8 705．1 108．6

40年度 100．0 43．3 11．3 45．3 100．0 1．6 6．8 91．7
45　　〃 100．0 50．0 5．2 44．9 100．0 2．4 4．6 93．0
50　　〃 100．0 56．9 3．3 39．8 100．0 3．3 3．2 93．5

構
成
一

55　　〃

59　　〃

60　　〃

100．0

100．0

100．0

59．1

58．1

57．1

2．0

　42．9

　　　38．9

41．9

100．0

100．0

100．0

4．4

5．6

6．0

2．0

　94．4

　94．0

93．6

比 61　〃 100．0 55．4 44．6 100．0 6．4 93．6
（
％
）

62　　〃

63　〃
100．0

100．0

53．9
53．1

46．1
4699

100．0

100．0

7．0

7．5

93．0
92．5

元　　〃 100．0 52．5 47．5 100．0 8．0 92．0
2　　〃 100．0 52．6 47．4 100．0 8．6 91．4
3年11月 100．0 53．0 47．1 100．0 9．3 90．7

資　料：厚生省報告例

廼ビ　嫉い1
　ス福　てビ
日で祉必賎ス
常認事要　以
生め務最指外

ら所少定の　いk祉支金いをか指た基　る＿ス＿選訪指　ス問
れ長限老サ基を　事払にの設じ定費本医物交）時択問示訪を看
る盆度人1本受支務い対委置め老用的師品通及間す看に問受護
の胴の訪ビ的け払所基し託す都人になのサ費媛外る護基看け事
1柔求費問スなるつを金請契る道訪っ訪指1や　や特サづ護る業
　す用看の訪もた設嫉求約市府問い問示ビ日③休別1いサこ者
交る幾護費問の金置　しくを町県看て看にス常そ日なビて1とか
通o　事用看で額す都　結村知護虞護基等生れの訪乳行ビにら
費サ直業に護あをる道支ん長事事　サづ）活以訪問　わスな訪
の1接者つサる請市府払でと　業看1いに上外『問看②れはる問

。求町県いい審福者護ビて分必の看護利る’
阪村知をる糞祉1実をス行れ要サ護サ用基①

　長事受支　事　行にわ蒐と1サ1者本医
支に　け払支務あつ要れ　さビ1ビ側的師
払対福る基払所らたしる　れスビスがなの
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　ア　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　ア
に　　国を問強の直あ別対検あス実　導いの握個こた員護難ケし援
当少指　行等貨関し免具処討る診を要援て提す別のめとをな1て護高
た数導小うに　係や　体とすい断期援助十供る具たのし適場スい世齢
らのの規必よ各機保ま的個る嫉会す護が分等と体め指て用合にる帯煮

講奏騨舗騨糠雛指馨講鑛難腰騨能魏騨傷
れに強祉あ極談び医訪組ケ組導開めにでし諸に二の援わつなても多病
ばよ化事る的員地療問み1織・催に対あた施必1ケ助しもくはに様・
なつ
らて
な制
い度
小運
規営

務
所
に

対
す
る

。な等域・調をス的援しはす駕き策要ズ1がい地な自高な障
指とと福査図に’助”る
導のの祉計る応総の処適処
　同連労画必じ合方遇宜遇
援行携働の要た的策方ケの
助訪の等見が個なを針1充

めのなをス必生域く、立齢二害
細活サ的に要活社　生者1者
か用i確応でを会生活世ズ等
いにビにじあ営の活が帯をの
指つス把た有む一保困等有要

　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　ニ　　　　　　 イ

福方て応る善とケ部者にス針題す　　6　　め撰に周を　あ実修道模
犠脹鑛瓠瞥勉難糎翻組導急効躍辮礫額鶏○
務討本慮がり　’ワはにが態定踏め保強織監要果る策た事
所会庁しあ組組1もゆみがさまに護化的査が測幅のめ務
ををにてるむ織力とだ’多隻え越の
バ設専い。よ的1よねケ様　た　適
ツ置門る福うに等りる1化こ具各正
クし家ケ祉指問全査こスしれ体実な
ア活に1事導題職察と指てに的施実
ツ用よス務を事員指な導いよな機施
プするに所徹項が導く、をるり運関を
する処つで底の一具　担こケ営の確
る等遇い対す改体　幹当と1方問保

運実あ定広活’所
営施る等い用生現
の上。幅福を活業
推の　　広祉も保機
進留　い二含護能
と意ド活】め漁の
実点　動ズたび活
施にの地そ性体　　　努把域の化

準化・祉
の等指事
向に定務
上よ都所
にり市に
努人本対
め材庁し
る育にて
必成よは
要及る’
がび研都

と明しるら計改明実あ果機　　　　　　　　ウ　　　　　　　　ィ
のして必れ画善確施り的関指口すのはと心要にと常ら験理単体
な’直要るを策に機’なの導に　る資適とと未が十なのれ者由に福制
い職璋がよ策をk関特指問監応保必質切もし経あ分る業るをに保祉を
よ員　あう定提　に咲導題査じ護要のな1モた験る配の務力1配職護事整
うの本る継さ示こ対　監点にたのが向助　各者o意で水　置員率務備
　士制。続竺すれし問査を当指実あ上言業種に　す’準こすのが所す
仕気度ま的　るにて題を的た導施るに指務研対　る職ののる削低職る
事ののたな着と対は点実確つ監水o努導運修し　よ員低よ等減下員必
の低趣’指実とす’を施にて査準　めを営会て　う定下うのやしの要

纏蓼甥鎚莇㌘薯継磐蕪騒箋翻姦鏑難鍵Q
す招十者徹善　体要抱必セ各施問　う’た化務　す確くとものとにる
いく分に底が改的因え要　実　題　指職つすを　る保こは認未等際。
体こ説対す図善なをるが効施　点　導員てる中　必等と日め経を阪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　努高制
こな随こ市　め諸生研さ1力察新て　の施営ケいよがを　　国め揚
れ　時れ本こる制活修せマ1指任峡実配水に1てう漸受近指　る策雰
をケ必へ庁の必度保会るンに導ケ　施慮準当ス喚な次け年導小必に囲
基1要の峡た要に護へ必によ員1福水だのたワ　小増て　の規要つ気
にスな参　峻が精のの要よる　ス祉準必維ら1少規加　被充模がいづ
し処指加各　あ通実参がる同ベワ事の要持な力数模の小保実福あてく
て遇導を種都るし務加あ養行テ1務維で向け1のの傾規護強祉有もり
の検助促研道。たのをる成訪ラカ所持あ上れに査福向模世化事　理等
事討言す修府　人み積。・問ン1に向るのばよ察祉にの帯　務　解
例会にと会県　材な極ま訓等ケにお上。たなつ指事あ福の　所　を職
集の努とを・　育ら的な練の1対いに　めらて導務る祉減　に　得員
を開峻も企指成ずにをマスセて当に丈制員所。事少対るの
作催1モ画定に福行各充ンワ1柔た特度及にこ務傾すよ士
成やま　k都　努祉陵種実ツ！査　つ　段実運びおの所向　る　う気
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厚にに課道月導　さ題果各施お第て
生’お長府三監平れ等等年要い二1ミ生
省三い会堺日査成てをに度領風二　活
社月て譲　お方四い踏見ごが　○昭保
会二　　指よ針年駕まらと定監号和護
局十そ生定び等度　えれにめ査厚三法
長四の活都四にに　たる保ら要生十施
通日内保市日つお　指制護れ綱省五行
知社容護社にいけ　導度のてお社年事
を監を関会開てる　監運動いよ会四務
も第示係局催賎生●　査営回有び局月監・
つ四す係関さ　活　方上　　監長七査
て十と長係れ本保　針の監まご査通目に
具二と会主た年護　が諸査なの知社つ
体号も議管都三指　示問結　実に発い

　は　摘結依年収灸る運結　一説あ的
　地まさ果然金入　も営果保　　明るな
㊤　域たれか認のの限のは等護基すが取
一

　の’てらめ無無らとおかの本る‘’り
　　　　　　　　　　　　　　　　o社一いもら申申れ認おら動方

会部る同爽告告ためむみ向針
的の。様　等及事らねる及
経実　の会にび例れ確ζび
済施　事計よ過でる保　前
的機　例検る少は。さ制年
事関　に査不申あしれ度度
情に　っ院正告るかての指
等お　いの受’がしき適導
にい　て検給各稼なて正監
よて　指査が種働がいな査

以扱
天い
　が
そ示
のざ・

概れ
要た
にと
つこ
いろ
てで

　　と模保　の銭こル例世うら世ん　が緊
　　との護さ問給れ依×帯ちれ帯ど一認
　　も福世ら題付ら存までのて等塾友め依
　をモ裾賦をのの症なあ八いの勧ら然
　　事が　有み要者　り五有要齢近れと
　ケ務｝保しで援棄精＿’援者年るし
　擁8郵麗鍛誹難晦。緬
㊥簾鶴懲塗纏糠塾
　につの伴　いなあル省は世て障の一の
　つあ小い　種る蒐コ・報単帯占害ほ　問
　いる規被　々金　 1告身のめ者と　題

　　がに及件有て及　　あ次問ま当　しの査て

奏購糠購課鱗講蚕菱i査鮒
　援　就先すり運のお正　留的施は年い験員割

護
世
帯
に

対
す
る

処
遇
の

労等る’営助軌実
指のた的を長施
導調め確推と濫の
を査にな進い給推
徹’届保すう・進
底稼出護る観漏
す働義の必点給
る年務受要にの
必齢履給がた防
要層行要あつ止

誉謄欝ど婁覧餐写葎i才旨

て把そのお
実握れよけ
施すぞうる
するれな指
るとの現導
必と有状監
要もすを査
力∫にる踏に
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係年審さ合合入の保等程　事の書監て申把層容の傘の　ウ指す歎い労
先傘査竺では申周護に度し例やが査い告握のをで　無不　導る　実先
調　を　あも告知の係のたが申長をる書が者検あ保申正不をと時態ま
査保す申つと書徹開る決が依告期通事の不の討軌険貴受正行と間をた
を険る告てよ返底始届定つ然内間じ例徴十いし　金　給受セもを把は
積傘と内登り　を時出にてと容徴てが取分るてこ等過の給必に増握課
極　と容必就就図は義必　しの取み少ので世みれの少多防要’加し税
的課もにず労労る勿務要保て審さるな不あ帯るら無申く止が必さた状
に税硬つ定収収と誼履な護認査れζく徹つのζの申告賎対あ要せ上況
行状　い期入入と　行資のめがて　な底た生　ケ告及　策るにるでの
唆況預て的ががも適に庫要ら不い収いに久活稼1にび稼の。応よ　調
　等貯十になあ穫陵つ　否れ十な入。起　実働スよ各働強　じう就査
不の傘分提いる　　い収及る分い申ま因収態年のる種収化　転指労を
正関　な出場場収そて入びoなも告なし入の齢内も年入　　職導日行

　ア
に

お保
け護保
るの護
助相の
言縫適
指　正
導申実
及請施
び’の
調開推
査始進
の段
徹階

　あ果のる　　三　　　　　　　　　　　　　イ
←｝る的事指平　　る1め及て機すれあ提医伴　るいも及制らに配
　。な項導成重必ズたびい能福らる供療つ近。よにび度に努付

指に監四点要の地そるの祉サ。が・て陵
導留査年事が把域のと一事1こ要福地
監意に度項あ握に周こ層務ビの請祉域高
査し当の　　るにお辺ろの所スこさサ社齢
をてた各　　 。努け施で活にのとれ1会化
実つ実　める策あ性お提をてビに社
施積て施　　　る幅の久化い供踏いスお会
す極は機　　　よ広活　がてのまるのけの
る的’関　　　うい用生求嫉中えと一る本
必か特に　　　指福を活め　心るこ元保格
要つに対　　　導祉も保ら現をとろ的健化
が効次す　　　す二含護れ業なこでな・に

　う常人運市めす
　なに事営理るる
配職上に事こな
慮員のつ者とど

　をの配い等が知
求士慮て幹必識

　め気をの部要の
　るが求理職で集
必低め解員あ積

　要下る　にると
、がしと認対。活
　あなと識しさ用

⇔う握

かい通の等た　あつ近す時
けは院必在上生るい隣る生高
等親等要宅で活。て住と活齢
の族の性福ホ実
指へ療を祉1態
導の垂検にム及
援交　討係へび
助流施するル病
の促設る諸パ状
方進入とサ1を
策の所と1の把
を働あもビ派握
検きる穫ス遣し

ア

　　⇔あ発膜正合不に十指ら務　要受
生充　るす　受畦正よ七示実のなが給
活実要。る悪給　受り条に　履おあの

　　　　　　実　援
も民と実者　態　護
把とも態世　と　世
握のに及帯　二　帯
に交親びに　1　に
努流峰病つ　ズ対
めの　状い　の　す
る状民のて　的　る
必況生把は　確　処
要等委握’　な　遇
がに員を常把の

等質額法給届に従正行’る未
厳なの第の出よわ当を収。然
正ケ返七事をるなな指入　防
に1還十実励文い理導申　止
対スを八が行書場由し告　に
応に命条発さ指合もた書　一
すつずを見竺示媛なにの　層
るいる適さ　を　く、も提　努
必てと用れま行法　か出　め
要はとしたなう第そか等　る
が告も不場　等二のわ義　必

，戸、
　　α）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウう底
㊤　　徹　ある指き生当祉く保高配絡な等生　努と相に接談で的み来言
　　底保るよ導め委すサ　’護齢慮　’いで活まめも談、対相窓はなな訪指懇
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　　　　　　イ
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た個確つ要問処要連童に実りつ握度親て育自　にめ的病れ化ア遇　討
せ別なて援格遇が携相際施でてkあの特成立母つのな状らしルが傷す
た性把磯護付方あに談しすなは　る養にがに子い精医把のてコ極病る
処に握　世基針る留釈てるく必まい育留なむ世て神療握ケき1め・必
遇留を生帯準のo意　はこ子要たは態意さけ帯検保ケを1てルて障要
方意行活にと樹
針しつ実対訪立
をつた態す問及
樹っ上とる計び
立具で二処画ケ
す体ケ1遇の1
る性1ズに策ス
必をスの当定の

k学’と供に’素度すれてに討健ア的スい依困害が
　校母とに応訪行　るて　つす施や確のる存難者あ
協関子』対じ問等子こい子いる策社に生こ症な世る
力係相　す世調を供とる供て必等会行活と者精帯。
を者談指る帯査的のとかのは要の適い実か等神の
得等景導面主に確就しに健世が必応’態灸が障う
ると　援接ば当に学’つ全帯あ要の継及　顕害ち
必の児助をかた把態母いなの克性た続びこ在煮処

o

　　　　　　　（ウ）
　　をともか活　　討なを1の摩　行施ケが　要り生検調よ査社るに貯
　　確と精？保面面す指樹ス関　さセ機1生まが要委診査つを会とつ傘開
　　保も通　護接接る導立に係家ら必関スじたあ否員命すて行保とい　始

　　員性るに’生　　検的針ケと病　を実　義　必よ民じをに調関せ入預

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
は灸よの遇　立がく所族く委置ケ生に的身の　　頻準に後わ1能　要
も　る福にます営　のにり最等iじ高なの置要指度及必はれスカまが
とこ支祉当たるま日たよを　在スな齢指状か援導をび要個る類のたあ
よれ援施た’必れ頃める行近宅にい単導況れ護援高訪に別傾型活’る
緊らが策つ要要るかの引い隣福対よ身援等て世助め問応処向や用従。
　を不　て援がよら理取’住祉しう世助にい帯のる計じ遇がケと来
保所可保は護あう安解り扶民施て常帯を十るに推必画ケの見1いや
健管欠健’世るな心をも養と策はに等行分環対進要を1充らスうや
所すで医生帯。支し求し義のの
’るあ療活に
児担る施保対
童当こ策護す
相部と等以る
談局かに外処

　　　　　　　’注不う配擁し
援てめく務協活緊視測と慮　て
体日るは者力用急をのと版年畦
制常こ施等体や通要事も　験
を生と設の制民報す態に積　世
確活な入親づ生装るが特極心帯
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が見ス実れ訪観も
あ直訪をる問点す
るk問図の格かる
。格るで付らと
　訪付た　がの稼
　問基め今行ケ働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イミ
用準時　徹うじ活具し分有て　実儀そ長がス減　指
しか間ま底な職動体て検無畦こ態　の期可の少稼導稼要談を等談及は
てらがたすく業状的虞討等　れが漫能に能一し働の働が申十幹面び専
いみ少’る　安況な　㎏就病ら認然力わで部て年徹年あ請分部接指任
なてな病必き定を処ケ　労状ケめとをたあにき齢底齢る等掌職記導と
い稼い状要め所報理1就の把1ら保十つるおて層
者働煮等が細へ告手ス労可握スれ護分てにいいの
に能　かあかのさ順診が能及のるをに疾もてる者
対力地らるな同せの断可性び指。受活病かはがの
しを域就。指行’下会能に稼導
て十の労　導訪必履議なっ働に
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就活水・　を行応職緊対十のつ

給用等か”保
ししをわな受護
てな理らお給受
いい由丈就ケ給
るまに　労1は
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には監　効っ監
　’査　果い査
改極の　的ては
善力指　には’
方具摘　実’監
針体事　施あ査
に的項　すら対
つに及　るか象
い指び　必じ事
て示是　要め務

重るい該事正報
要なて年業改告
藻1馨誌勇集○
る効年にに策め
。あ次解反にる
　る計決映つ必
　指画がさい要
　導に困隻てが
　をよ難　1夷あ
　行りなさ　る

　がせっ当針是

o

受あに状が養処的嘱藍の嶺’態些人てる等遇この給世助
給るっ把あ指遇確託　療　レが　の嫉漢をにと割し帯の
者。い握る導方に医必養診セ認客申　 的当か合ての適

イ

　す就　底活れ義主す期に　・　　　　　　　　　ア国必き参関携阪
医る労なす指に　治る間よこ欠りが関必残1向さ扶　　要め画係を
療必の薬る婆基病医と　久のけ処単に要　スにら助被医が細や者図医
扶要可　必　づ状又と在　たる理におが病のあにを保療あか同にる療
助が否病要療きをはも宅病め実さ本いあ状処るそ受護扶免い行ケと機

に

係　も当
る　十た
看　分つ
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の　討は

てに。等針把か要実療プめ観立病一確たらがい大正
にを握らに態日トら的て状部につ’増る部運
つたの意応等歎のれなの等の把てこ加カミ分営

碁裾雛受離灘鰭騨縫譲鍵
徹生こ聴　握療等　によ握機る常ケ傾後療保

指訪1と関
導問スも等
援を診1モ関
助求断　係
にめ会必機
配る議要関
慮な等にと
すどへ応の
る’のじ連

ごのる　す的のす職に計対　り紙留　　四　　　　　　ウ
とこ指しるに検る員よ酉象主実に意前着　必等医医の導　導他る1ミ給
のと導た目検討事かる　実眼施示爽述眼指要を療療指に指す施と　付
問を監が安証等情ら事指施事すす　の点導が踏機扶導当定る策と適及
題念査つをkを聴の前導機項る主重基
点頭にて定　通聖保検監関及こ眼点本
のに当　めそ陵　護討査のびと事事方
把置た実たの　さの並の運着と項項針
握義つ施も実具ら運び事営眼さ及を
に　て機の施体に営に前方点れび踏監
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をの　握施個
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　明の　処
処確方処遇
遇に針遇方
方記が方針
針職具針の
映さ体峡設
　れ的　定
定てなケ状
期いも1況的るのス
にかとの
見0な実
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し　 てを
さ　い的
れ　 る確
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る　 ま握
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　　　　　　2　（3》　　　　　（2）　　　（1》

利　 らン　部　事
　保れト新職相務
義護て等規員談処
務のいの申ま内理
は闘る作請で賓の
周始袴成時決　状
知時　にの裁指況
徹に　 よ調さ導
底r　り査れ結
さ保　調にて果
れ護　査当いが
ての　 にたる面
いし　もつ奄接
るお　 れて　 記

力譜奎賎繋
　の　 じ調　等
　配　 な査　に
　布　い畢　記
　等　 よ項　録
　に　　うの　 さ

　よ　 なチ　 れ

　緊　方工
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　の　講ポ　等
　権　じイ　幹
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札1面接面談
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　制指
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　　　　　　　2　（4》　　　（3）　　　（2）　　　11｝

翁罐礁認護o
停養の養実養が捷義
又能扶義態義整義務
は力養務及務理務履
審調が肴び者さ者行
判査期が収＿れのの
のの待管へ特て居指
申結で内　にい醍導
立果き又資生る状
てをるは産別龍世況
に踏と近等母　 帯

っまき隣は子　構
いべにの把世　虞
て　1夷市握帯
の必　 町さの　 職

指要実村れ前　業
導に地にて夫　等
は応に居い及　は
行q調住るび　明
わ　査し発転　確
れ家さて　出　に
て庭れお　し　把
い裁て軌　た　握
る判い　　 子　 さ

力乙所るあ　）　れ
　へかる　　の

か

し監にも応の監監
て査実十じ実査査
　嬢施分て施結1柔
年　す配睡水果

成が1実置監
四あス地ケ査
年るの調1で
度。実査ス指

留監施四
意査す年
しはる度
て’管の
実前下都
施述実道
すの施府
るほ機県
必カミ関’
要　に指
が次対定
あのす都

導れは関及と事に’
監て削のびと項っ指
査い除実若さ及い定
にるし施眼れびて医
当oて水点た着は療
た

つ

て

の
切
，思

差準に。眼’機
しにつな点別関
支応い険に紙に
えじて　よ第対
な適娃こり2す
い宜　の実にる
こ追各主施示個

。上的’の’
にに所発総
努指要生合
め示のし的
さk是たな
せ　正要分
る実ま因析
こ施たをを
と水は的行
が準改確しミ
重の善に
要一策把そ

　すく　う⑤ス④長③②①割実検　でおてる針監監監いみ保的施機つ
日る行なち前対暴期医新稼を施討ま実いも等等査査査てて護に機関’
　必いお未年象力外療規働目機はな施て差のに指を事匿特の実関を保
平要ケ’措度）団来扶開年途関次　すもし方つ摘実項　に運施に抱護
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ケ
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年1ケがおにる　査のにを　前しス機向場等らあ
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層　スるね当1　隔合応施営度一討にかに重題実
の　　
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一
該 ス　年にしす方の般取つら娃点実施
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　るい稼
　指る働
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　　　　　6
　　（2）　11》

ま十　れ　法
た分返て法第
－検還い第六
免討額る六十
除さの掩十三
理れ一　三条
由’部　条の
及福又　を適
び祉は　適用
そ事全　用及
の務部　すび
内所を　る返
容の免　場還
は判除　含額
明断す　はの
確とる　　’状
にし場　文況
さて合　書
れ染賎　に
て疋　　 よ

いさ個　り
るれ別　本
かての　人
。い必　 に

　る要　周
　か性　知
　9が　 さ

　　　　　　　　　　5　（5）（4）　　　　　（3）　　　　　（2）　　　（1）

1　　す具　時確　状　暴
ス保自る体警見にケ況資力
に護立等的察直さ1等韓団
つの更のに署されス）　関
い開生措暴等れ’診畦収係
て始計置力関て組断　入者
　’画が行係い織会的’等
本変聾行為機る的議確過ケ
庁更はわ等関なに等に去1
へ等必れがと　取で把のス
のの要て行の　り受握生に
協処にいわ連　組給さ活対
議分応るれ携　ん要れ匪す
がのじかたは　で件て　る
租決徴o場十　いのい現調
極定取　合分　る厳る在棄
的にさ　1柔行　か格力この
に際れわ。な生指行阪て　速れ　ま審　活導
わいやてな査実のれ対る　かい　　と　態状
て応か　にる　受指　（況
いがo　警龍　給導　病
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的回ら資監実に　に　る針す柔と検で効に民ス経指を施

箋鷲難響李。蚤鍵講耀縛螺盤購
讐懸業鋳耀礫あ籠嚢麓欝霞藁
　　　　　　　　　　　　一27一

。て等
もの
指充
導実
を等
行労
つ働
て条
い件
くの
必改

○一　ゆ

o ③

保す医
る療
適挟

主

切助 眼
な受
処給 事

遇者
の　に

項

確対

2　　　　　　　　　1
（71㈲　（51　（4）131（2》ql　　（3112》　（1｝

　　れ　　る　　　　　　医　　　　　分　　医
入看て長奄診診医保療　　綱診理生療
院護い期　　療療師護扶　　神療解活扶
患給る入　　内録　’の助　　保報さ保助
者付力言院　　容の看実受　　健酬れ護に
日の　　　　か記護施給　　法のて制対 着

用取　　長　　ら載婦機者　　等請い度す
品扱　　期　　み及等関に　　他求るのる

鞠桀て蘇あ孕瀦力3螺
の　’　患　　医存従協る　　取切　　及の
取適　　者　　療は事力適　　扱に　　び状
扱切　　に　　要　’者関切　　い行　　医況 眼

いに　対　否適1ミ係な　にわ　療
F柔行　す　意切　は処　つれ　扶
　わ　　る　　見に確　’遇　　いて　　助
適れ　　療　　書行保円確　　てい　　に
切て　・養　　はわさ滑保　　配る　関
にい　　指　　適れれにの　　慮か　　す
行る　　導　　切てて行状　　さ　。　る
わか　　は　にいいわ況　　れ　　　事
れ　。　　　記るるれ　　　て　　　務

点

託　蕩’繋力ε力婿　客　覆
る　　　　に　　れ　　　　る　　　　か　　　　い
か　　　行　　て　　　か　　　　　　　　が

わ　　い　　　　　　　　　　　　　十

第2

指
定
医
療
機
関
に

対
す
る

個
別
指
導

　4（2》u》

　そ特訪の
殊問他
勤用
務自
手動
当車
｝キ等

　の
妥機
当動
な力
額は
が整
支備
給さ
され
れて
てい
いる
るか
かo

121　11）
と　適
の保切保
照護な護
負金も金
　品の品
点のとの
検支な支
を給つ給
行にて手
つつい続
ている及
いてかび
るは。支
か’　給
。定　方
期　法
的　は
又

は　関
随　係
時　法
に　令

　　等関　に
係　照
帳　ら
簿　し

　仙　 山　鹿
　台　 口　児
　市　県　島
　民　 長　 経

　生　 北　 済

母局　福　大
看　祉学保
祉　次事教　護
課　　務　　課
長　 長所授　 長

内　白　戸　酒
　　　　口海　石　田　井
祝　 義

子　 彦

三　 英
千

尋　幸

厚

萎水
社脈
会執
局筆
　者

　順
　不
　同

一26一

ゆ


